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はじめに 

 

 

 本市では、平成１０年に「市民福祉プラン・ひがしまつやま」を策定以降、多くの

関係者のご支援をいただきながら、障害のある人もない人も分け隔てなく暮らせる

「共生社会の実現」に取り組んでまいりました。 

 また、これまで取り組んできた施策の評価を行い、より実効性のある障害福祉施策

を推進するため、令和４年に「第三次市民福祉プラン後期計画」を策定いたしました。

この計画では、「認め合い、支え合い、ともに暮らすまち 東松山の推進」を基本理

念として、地域が障害のある人を包容し、障害のある人がその人らしく生活できるよ

う、分野ごとに障害福祉施策を進めることとなっています。 

 

 本計画は、第三次市民福祉プラン後期計画の基本理念や基本方針に基づき、施設や

病院に入所・入院している人の地域生活への移行、福祉施設利用者の一般就労に向け

た支援、障害のあるこどもへの支援体制の整備、相談支援体制の充実・強化など、障

害福祉施策推進の方向性や障害福祉サービスに関する目標を設定するものです。 

 障害者を取り巻く環境が大きく変化する中で、第三次市民福祉プラン後期計画に基

づく施策を推進するとともに、本計画で定めた目標の達成を目指し、今後も多くの市

民の皆様や関係機関の皆様と協働し、共生社会の実現に向け、施策を実施してまいり

ます。 

 

 結びに、本計画策定にあたり、熱心かつ慎重にご審議いただきました東松山市障害

者計画等策定委員会の皆様をはじめ、計画推進にご尽力をいただいております東松山

市地域自立支援協議会の皆様、また、アンケートなどを通じて貴重なご意見、ご提言

をいただきました皆様に深く感謝を申し上げるとともに、本計画の推進に引き続きご

協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

令和６年３月 

東松山市長  森田 光一  
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１ 計画の位置づけ 

法令の根拠 
 この計画は、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（以

下「障害者総合支援法」という。）第 88 条に基づく市町村障害福祉計画及び児童

福祉法第 33 条の 20 に基づく市町村障害児福祉計画に当たり、国の基本指針（平

成１８年厚生労働省告示第３９５号【最終改正令和５年こども家庭庁・厚生労働省

告示第１号】）に即して障害福祉サービス、障害児通所支援サービス等の提供体制

の確保や円滑な実施について定めます。 

市政における位置づけ 
 この計画は、市政の最上位計画である「第五次東松山市総合計画後期基本計画（令

和３年度～令和 7 年度）」の健康福祉分野における関連計画に位置付けられ、障

害者基本法に基づき市の障害者施策に関する基本的事項を定めた「第三次市民福祉

プラン後期計画（令和４年度～令和８年度）」の考えに基づき定めるものです。 

 また、「第二次東松山市地域福祉計画（令和 2 年度～令和 6 年度）」や「第 2

期ひがしまつやま子ども夢プラン【東松山市子ども・子育て支援事業計画】（令和

2 年度～令和 6 年度）」といった関連計画との整合も図っています。 

２ 計画期間 

 計画期間は、国の基本指針に即して、令和６年度から令和８年度までとします。 

 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 

障害者計画 第三次市民福祉プラン 第三次市民福祉プラン 

後期計画 

障害福祉計画 第５期計画 第６期計画 第７期計画 

障害児福祉計画 第１期計画 第２期計画 第３期計画 

 ※ 障害福祉計画と障害児福祉計画は一体として策定します。 
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３ 障害のある人の状況 

障害者手帳所持者の推移 
 本市における障害者手帳の所持者は、令和 4 年度末時点で 4,294 人となってお

り、全体としてやや増加傾向にあります。内訳では療育手帳や精神障害者保健福祉

手帳所持者が増加し、身体障害者手帳所持者は減少傾向にあります。また、自立支

援医療（精神通院）1の利用者が 2 年間で 106 人と著しく増加しています。 

障害者手帳所持者、自立支援医療（精神通院）受給者及び指定難病2等医療受給

者の合計が人口に占める割合は約 7.4％です。 

表１ 障害のある人の状況                       (人・世帯) 

現在 

手帳所持者数 
自立支 

援医療 

(精神通院) 

指定 

難病等 

医療 

合計 
(参考) 

人口 

(参考) 

世帯数 

身体 

障害者 

手帳 

療育 

手帳 

(知的) 

精神障害 

者保健 

福祉手帳 

小計 

Ｒ２年度末 2,655 742 816 4,213 1,476 772 6,461 90,297 41,209 

Ｒ３年度末 2,607 762 892 4,261 1,497 792 6,550 90,391 41,764 

Ｒ４年度末 2,577 781 936 4,294 1,582 803 6,679 90,605 42,438 

 資料：東松山市福祉事務所 

  

表２ 総人口に占める障害のある人の割合                  （％） 

現在 
身体障害 

者手帳 

療育手帳 

(知的) 

精神障害者 

保健福祉手帳 

自立支援 

医療(精神通院) 

指定難病

等医療 
計 

サービス 

支給決定者 

Ｒ２年度末 2.94 0.82 0.90 1.63 0.85 7.16 0.84 

Ｒ３年度末 2.88 0.84 0.99 1.66 0.88 7.25 0.89 

Ｒ４年度末 2.84 0.86 1.03 1.75 0.89 7.37 0.94 

 資料：東松山市福祉事務所 

                                      
1 障害者総合支援法に基づき、手帳の有無にかかわらず、精神疾患のため、通院による精神医療を継続して受ける

人を対象に、医療費の自己負担を軽減するものです。 

2 難病の患者に対する医療等に関する法律に基づき医療費助成の対象となる疾患で、令和 3 年 11 月時点では 338

疾患が指定されています。 
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身体障害者手帳所持者数の推移 
身体障害者手帳所持者数はやや減少傾向にあり、部位別にみると肢体不自由の人

が減少しています。また、身体障害者手帳所持者の中での高齢者の割合は、約 70％

を占めています。内部障害の内訳をみると、「心臓」が増加しています。 

表３ 級別身体障害者手帳所持者数                    （人） 

現在 総数 
内訳 18 歳 

未満 

18 歳 

以上 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 

Ｒ２年度末 2,655 965 380 374 624 132 180 54 2,601 

Ｒ３年度末 2,607 922 396 375 624 121 169 48 2,559 

Ｒ４年度末 2,577 913 393 375 609 120 167 42 2,535 

 資料：東松山市福祉事務所 

 

表４ 部位別身体障害者手帳所持者数                   （人） 

現在 総数 視覚 
聴覚・

平衡 

音声・言語 

・そしゃく 

肢体 

不自由 

内部

障害  

65 歳 

以上 

高齢者 

割合 

Ｒ２年度末 2,655 150 243 39 1,333 890  1,866 70% 

Ｒ３年度末 2,607 148 242 39 1,286 892  1,828 70% 

Ｒ４年度末 2,577 152 250 43 1,243 889  1,823 71% 

 資料：東松山市福祉事務所 

 

表５ 内部障害別身体障害者手帳所持者数                 （人） 

現在 心臓 じん臓 呼吸器 
ぼうこう 

又は直腸 
小腸 免疫 肝臓 計 

Ｒ２年度末 393 302 29 146 7 11 2 890 

Ｒ３年度末 421 286 27 136 7 11 4 892 

Ｒ４年度末 430 286 21 129 6 12 5 889 

 資料：東松山市福祉事務所 
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療育手帳所持者数の推移 
 療育手帳所持者数については、増加傾向が続いています。 

表６ 程度別療育手帳所持者数                   （人） 

現在 総数 
内訳 18 歳 

未満 

18 歳 

以上 Ⓐ A B C 

Ｒ２年度末 742 157 177 231 177 128 614 

Ｒ３年度末 762 158 180 235 189 146 616 

Ｒ４年度末 781 164 184 237 196 153 628 

 資料：東松山市福祉事務所 

 

精神障害者保健福祉手帳所持者数の推移 
 精神障害者保健福祉手帳所持者数については、大幅な増加傾向が続いています。 

表７ 等級別精神障害者保健福祉手帳所持者数        （人） 

現在 総数 
内訳 18 歳 

未満 

18 歳 

以上 1 級 2 級 3 級 

Ｒ２年度末 816 87 526 203 11 805 

Ｒ３年度末 892 89 577 226 14 878 

Ｒ４年度末 936 79 619 238 17 919 

 資料：東松山市福祉事務所 
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自立支援医療（精神通院）利用者数の推移 
 自立支援医療（精神通院）利用者数については、増加傾向にあり、気分障害 3 が

大幅に増加しています。 

表８ 自立支援医療（精神通院）利用者数                 （人） 

現在 総数 
内訳 18 歳 

未満 

18 歳 

以上 統合失調症 4 気分障害 神経症 5 てんかん その他 6 

Ｒ２年度末 1,476 427 580 122 86 261 15 1,461 

Ｒ３年度末 1,497 426 585 114 88 284 21 1,476 

Ｒ４年度末 1,582 441 641 126 89 285 17 1,565 

 資料：東松山市福祉事務所 

指定難病等医療給付受給者の推移 
 指定難病による受給者数については、増加傾向が続いています。 

表９ 指定難病等医療給付受給者数             （人） 

現在 総数 
内訳 

指定難病等 小児慢性特定疾病７ 

Ｒ２年度末 772 663 109 

Ｒ３年度末 792 684 108 

Ｒ４年度末 803 704 99 

 資料：東松山保健所 

                                      
3 気分と感情の変動により特徴づけられる精神疾患で、うつ病や双極性障害などがあります。 

4 幻覚や妄想という症状が特徴的な精神疾患で、「感覚・思考・行動が病気のために歪んでいる」ことを自分で振り返

って考えることが難しくなりやすいという特徴があります。 

5 心因（心理・社会的環境要因）による心身の機能障害で不安神経症、強迫神経症、心気神経症、抑うつ神経症など

があります。 

6 先天異常、頭部外傷、変性疾患、新生物、中毒、中枢神経の感染症、膠原病や内分泌疾患を含む全身疾患による

中枢神経障害等を原因として生じる精神疾患である「器質性精神障害」や自閉症、アスペルガー症候群などの広汎性

発達障害、学習障害、注意欠陥多動性障害などの脳機能の障害である「発達障害」などがあります。 

7 児童福祉法に基づき医療費助成の対象となる 18 歳未満のこどもの慢性疾患で、令和 3 年 11 月時点では 788 疾患

が指定されています。 
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サービス支給決定者数の推移 
 サービス支給決定者数は増加傾向にあり、児童及び精神障害のある人が大幅に増

加しています。 

表１０ サービス支給決定者数                      （人） 

現在 児童 身体障害 知的障害 精神障害 

特定疾患 

(指定難病等

医療給付) 

計 

Ｒ２年度末 134 128 304 193 0 759 

Ｒ３年度末 156 120 311 217 0 804 

Ｒ４年度末 185 121 317 230 0 853 

資料：東松山市福祉事務所 
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４ 基礎調査の結果 

アンケート調査の実施 
 この計画の策定に当たり地域での生活や障害福祉サービスの利用ニーズを把握

するため以下のとおりアンケート調査を実施しました。 

調査期間 
 令和 5 年 5 月 24 日（水）から令和 5 年 6 月 14 日（水）まで 

調査基準日 
 令和 5 年４月１日 

調査方法 
 郵送配付、郵送回収 

調査対象者 
 障害者手帳所持者 1,000 人 

対象者内訳 

身体障害者手帳所持者（難病患者を含む） 326 人 

療育手帳所持者 375 人 

精神障害者保健福祉手帳所持者 

（高次脳機能障害者を含む） 
299 人 

 

発送・回収の状況 
発送数 有効回収数 有効回収率 

1,000 件 555 件 55.5％ 
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５ 計画の推進 

 この計画は、当事者を含む市民、事業者と行政との協働によって推進します。障

害福祉計画及び障害児福祉計画は障害福祉サービスの提供体制に係る計画ですが、

障害のある人の生活を地域全体で支えるためには、保健、医療、保育、教育、就労

支援等の関係機関や民生委員・児童委員など地域の人々との連携が不可欠です。こ

のことを踏まえ、地域自立支援協議会の活動を中心に関係機関や地域の人々との連

携を進め、計画を推進します。 

東松山市地域自立支援協議会 
 障害者総合支援法第 89 条の３に規定される協議会で、市と障害者福祉に係る関

係機関が障害のある人に対する地域における支援体制に係る課題を共有し地域の

支援体制の整備について協議を行います。 

東松山市地域自立支援協議会の所掌事項 
・市民福祉プラン及び障害福祉計画・障害児福祉計画の進捗状況の評価及び進捗

管理 

・相談支援の中立性・公平性の確保 

・関係機関職員等への研修 

・当事者と地域との関係づくり 

・新たな地域課題への対応 

・地域の関係機関の連携 

・関係機関の業務上課題となった事項への対応 

・権利擁護及び障害者虐待の防止 
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東松山市地域自立支援協議会の構成 
図１ 東松山市地域自立支援協議会の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東松山市地域自立支援協議会の組織 
東松山市地域自立支援協議会は、全体会、幹事会、プロジェクトチーム・連絡会

議から成り立っています。 

図２ 東松山市地域自立支援協議会の組織 
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全体会は、構成メンバーの代表者や公募の市民で組織し、協議会の所掌事項のう

ち重要な事項について協議します。 

 幹事会は、構成メンバーの実務担当者で組織し、全体会への付議に関することや

所掌事項の取扱いについて調整します。 

 プロジェクトチームは、全体会、幹事会の委員その他必要と認められる者で組織

し、所掌事項について必要な資料の収集及び研究を行います。東松山市医療・福祉

連携プロジェクト及び SDGｓ／合理的配慮推進プロジェクトが活動しています。      

 連絡会議は、プロジェクトチームの活動により明らかになった課題の解決を図る

組織で、参加者はそれぞれの設置要領で定められています。東松山市障害者進路支

援連絡会議、東松山市障害のあるこどもの育ちと学びを支える連絡会議及び東松山

市地域生活支援拠点等連絡会議が活動しています。 

 

表１１ 東松山市地域自立支援協議会プロジェクトチーム・連絡会議 

（令和 6 年 3 月時点） 

 

  ・医療・福祉連携プロジェクト 

  ・SDGｓ／合理的配慮推進プロジェクト 

  ・障害者進路支援連絡会議 

  ・障害のあるこどもの育ちと学びを支える連絡会議 

  ・地域生活支援拠点等連絡会議 
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比企地域自立支援協議会 
比企地域自立支援協議会は、比企地域における相談支援事業の中立・公平な運営

の確保、関係機関の連携並びに社会資源の開発及び改善等の推進を目的として、本

市と滑川町、嵐山町、小川町、川島町、吉見町、ときがわ町及び東秩父村の比企地

域 7 町村と共同で設置している障害者総合支援法第 89 条の 3 に規定される協議

会です。 

比企地域自立支援協議会の所掌事項 
・相談支援事業者の中立・公平性の確保に関すること 

・地域の関係機関の連携に関すること 

・社会資源の開発及び改善等に関すること 

・広域的課題に関すること 

比企地域自立支援協議会の構成メンバー 
図３ 比企地域自立支援協議会の構成 

 

比企地域自立支援協議会の組織 
比企地域自立支援協議会は、全体会、幹事会及び連絡会で構成されています。 

図４ 比企地域自立支援協議会の組織 
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 全体会は、構成市町村の障害福祉担当課長・保健担当課長、埼玉県西部福祉事務

所の責任者、埼玉県東松山保健所の責任者、委託相談支援事業所の責任者及び比企

地域基幹相談支援センターの責任者で構成され、所掌事項のうち重要な事項につい

て協議を行います。 

 幹事会は、構成市町村の障害福祉実務担当者・保健実務担当者、埼玉県西部福祉

事務所実務担当者、埼玉県東松山保健所実務担当者、委託相談支援事業所相談員、

基幹相談支援センター担当者及び当事者で構成され、所掌事項の調査・研究・協議

を行います。 

 連絡会は、幹事会委員及び関係機関の実務担当者で構成され、以下の４つの連絡

会を設置しています。 

表１２ 比企地域自立支援協議会連絡会（令和 6 年 3 月時点） 

・障害福祉サービス事業所連絡会 

・委託相談支援事業所連絡会 

・精神障害者の安心した地域生活を支える連絡会 

・障害者就労支援連絡会 
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６ 計画の点検及び評価 

 この計画の点検及び評価は、計画を策定する東松山市障害者計画等策定委員会及

び東松山市地域自立支援協議会にて行います。 

東松山市障害者計画等策定委員会による点検及び評価 
 障害者計画、障害福祉計画及び障害児福祉計画の策定、変更等を所掌事務とする

東松山市障害者計画等策定委員会（以下「策定委員会」という。）では、実務担当

者で構成される部会にて各年度の実績について点検し、課題を整理した上で、策定

委員会で評価を行います。また、必要に応じて、計画の変更について審議します。 

図５ 策定委員会における点検及び評価のフロー 
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東松山市地域自立支援協議会による点検及び評価 
 東松山市地域自立支援協議会の所掌事項の中に“障害福祉計画等の進捗状況の評

価及び進捗管理に関すること”があります。東松山市地域自立支援協議会は、策定

委員会よりも広い範囲の関係機関に参加してもらっており、多くの委員から意見を

聴くことができます。関係機関の実務担当者で構成される幹事会にて各年度の実績

について点検し、課題を整理した上で、全体会で評価を行います。 

 なお、東松山市地域自立支援協議会の意見等が計画策定に反映できるよう、東松

山市障害者計画等策定委員会委員に、本協議会全体会委員枠を設け、審議に加わっ

てもらっています。 

図６ 東松山市地域自立支援協議会における点検及び評価のフロー 
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